
天
正
本

『
太
平
記
』
増
補
方
法
小
考
巻
四
「
呉
越
戦
の
事
」
増
補
漢
詩
に
つ
い
て

森

田

貴

之

O 

水
府
明
徳
会
彰
孝
館
蔵
の
天
E
本
『
太
平
記
』
は
、
他
の
『
太
平

記
』
諸
本
に
比
し
て
、
最
も
増
補
さ
れ
た
系
統
と
見
る
こ
と
が
で
き
、

後
日
曹
を
好
ん
で
載
せ
る
こ
と
、
他
本
に
見
え
な
い
歴
史
的
事
実
を

多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
、
記
事
の
配
列
順
序
に
お
い
て
編
年
性
を
重

ん
じ
る
傾
向
と
、
そ
の
一
方
で
叙
述
の
連
続
性
に
阻
慮
す
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
、
悲
劇
的
場
面
に
お
け
る
哀
傷
性
の
強
調
、
会
話
を
多
用

す
る
場
面
進
行
、
政
道
批
判
に
関
す
る
記
事
の
簡
略
化
、
と
い
っ
た

特
徴
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
。
最
も
古
睡
本
か

ら
遠
く
、
独
自
に
発
展
し
た
本
文
を
持
つ
、
『
太
平
記
』
の
一
異
本

で
あ
る
。
天
正
本
は
他
の
系
統
の
諸
本
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
ほ
と
ん

E
の
現
存
諸
本
に
、
大
小
、
そ
の
程
度
に
差
は
あ

る
が
、
天
宣
本
系
本
文
と
の
関
わ
り
が
指
摘
で
き
、
そ
の
意
味
で
も

重
要
な
異
本
で
あ
る
。

こ
の
天
正
本
は
、
増
補
記
事
に
お
い
て
佐
々
木
道
誉
が
比
較
的
好

意
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
々
木
道
誉
周
辺
が
そ
の
改
訂

増
補
者
に
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
具
体
像
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
は
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
増
補
記
事
に
は
典
拠
未
詳
の
内

容
も
残
さ
れ
て
い
る
・
二
。
本
稿
で
は
、
天
正
本
『
太
平
記
』
か
ら
、

巻
四
「
呉
越
戦
の
事
」
を
と
り
上
げ
、
そ
の
増
補
方
法
の
一
端
に
触

れ
て
み
た
い
。
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巻
四
「
呉
越
戦
の
事
」
は
、
児
嶋
高
徳
が
、
隠
岐
に
流
さ
れ
る
後

醍
醐
天
皇
に
向
け
て
、
院
の
庄
の
宿
所
の
桜
木
に
「
天
莫
ν
空
二
勾
践
一
、

時
非
レ
無
ニ
苗
轟
工
と
い
う
言
葉
を
削
り
残
し
た
こ
と
に
引
き
つ
け

て
、
中
国
春
秋
時
代
の
呉
越
の
歴
史
を
語
る
長
文
の
章
段
で
あ
り
、

お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
ミ



①
一
越
王
勾
践
、
苗
轟
の
諌
め
を
聞
か
ず
、
呉
玉
夫
差
を
攻
め
て

会
稽
山
に
敗
れ
る
話

②
越
主
勾
践
、
呉
主
夫
差
の
囚
臣
と
な
り
、
土
牢
に
幽
閉
さ
れ

る
話

③
越
主
勾
践
、
罪
を
許
さ
れ
て
越
国
に
帰
還
す
る
話

④
勾
践
、
美
人
酉
施
を
呉
主
夫
差
に
献
ず
る
話

⑤
呉
の
智
臣
伍
子
膏
、
直
諌
し
て
呉
主
夫
差
の
怒
り
を
買
い
、

死
を
賜
る
話

⑥
勾
践
、
呉
玉
夫
差
を
討
っ
て
、
会
稽
の
恥
を
そ
そ
ぐ
話

⑦
誼
轟
、
五
湖
に
身
を
隠
し
陶
朱
公
と
称
す
る
話

本
稿
で
は
、
こ
の
「
呉
越
戦
の
事
」
を
扱
う
。
し
か
し
、
章
段
全

体
の
異
聞
を
と
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
本
稿
で
主
に
と
り
上
げ

る
の
は
、
@
の
西
施
献
上
の
場
面
の
み
で
あ
る
。

詳
し
く
紹
介
し
て
お
く
と
、
③
で
越
国
に
帰
還
し
た
勾
践
に
対
し

て
、
呉
玉
夫
差
は
、
か
つ
て
会
稽
山
で
越
主
勾
践
が
降
伏
し
た
際
、

西
施
に
つ
い
て
「
一
言
の
約
」
が
あ
っ
た
と
し
て
、
西
施
を
呉
王
の

后
と
し
て
献
上
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
し
か
し
、
勾
践
は
、
呉
国
か

ら
、
恥
辱
や
難
難
に
絶
え
、
越
国
に
戻
っ
て
き
た
の
も
、
愛
妃
西
施

に
も
う
一
度
拳
ヲ
た
め
で
あ
り
、
再
び
生
き
て
別
れ
る
こ
と
な
ど
で

き
な
い
と
主
張
し
、
西
施
を
呉
国
へ
送
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
越

園
の
智
将
苗
轟
は
、
勾
践
に
対
し
て
、
呉
王
は
平
生
か
ら
美
妓
を
好

ん
で
お
り
、
酉
施
が
呉
国
へ
行
け
ば
、
呉
王
は
必
ず
淫
楽
に
耽
り
、

失
政
を
犯
す
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
時
、
兵
を
起
こ
し
て
呉
を
攻

め
れ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
西
施
を
奪
還
で
き
る

と
、
諌
め
た
。
勾
践
は
、
そ
の
諌
言
に
従
い
、
愛
妃
西
施
を
呉
国
へ

送
る
こ
と
に
決
め
る
。
そ
し
て
、
西
施
が
越
国
を
去
る
場
面
の
描
写

へ
と
続
く
。

『
太
平
記
』
全
四
十
巻
の
う
ち
、
こ
の
「
呉
越
戦
の
事
」
を
持
つ

巻
四
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
章
段
の
順
序
等
の
異
同
が
甚
だ
し
く
、
複

雑
な
本
文
交
渉
を
経
て
い
る
巻
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
「
呉
越
戦
の
事
」
内
に
も
、
多
く
の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

多
様
な
諸
本
の
広
が
り
が
見
ら
れ
る
。
巻
四
の
諸
本
分
類
に
つ
い
て

は
、
近
臣
処
分
記
事
群
の
異
同
を
中
心
に
A
i
E
の
五
系
統
に
分
類

し
、
先
後
関
係
を
分
析
さ
れ
た
小
秋
元
段
氏
の
最
逝
の
成
果
が
あ
る
曲
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

B
系
統
(
賛
舜
本
な
E
)
が
古
く
、

C
系
統
(
天

E
本
な
ど
)
は
B
系
統
を
も
と
に
独
自
の
増
補
改
訂
を
施
し
た
も
の
、

A
系
統
(
神
宮
徴
古
館
本
・
玄
玖
本
な
ど
)
は
B
系
統
を
も
と
に
C

系
統
か
ら
一
部
の
増
補
記
事
H

具
行
最
期
・
良
忠
の
こ
と
8

を
加
え

た
も
の
、

D
系
統
(
西
源
院
本
な
ど
)
も
H

具
行
最
期
・
良
忠
の
こ

と
'
を
も
ち
、

C
系
統
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
、

E
系
統
(
日
置
本

な
ど
)
は
D
系
統
を
改
訂
し
た
も
の
、
と
い
う
。
こ
の
分
類
は
「
呉

越
戦
の
事
」
を
主
た
る
対
象
と
し
た
分
類
で
は
な
い
。
し
か
し
、
巻
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四
の
諸
本
分
類
の
指
標
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
こ
の
分
類
に
従
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
か
ら
適
当
な
代
表
本
文
を
選
ぴ
、
考
察
対
象
と
す

る
箇
所
の
本
文
を
掲
出
し
て
お
く
。

発
舜
本
{
日
系
統
)
主

西
施
は
小
鹿
の
角
の
つ
か
の
間
も
、
別
れ
て
有
ベ
き
物
か
は
と
、

思
ふ
中
を
さ
け
ら
れ
て
、
未
だ
幼
な
き
太
子
玉
苗
与
を
も
云
知

ず
恩
置
き
、
な
ら
は
ぬ
旅
に
出
給
へ
ば
、
別
を
慕
涙
さ
で
し

ば
し
が
程
も
止
ら
で
、
扶
の
乾
く
隙
も
な
し
。
越
主
は
又
是
や

限
の
別
な
る
覧
と
、
堪
ぬ
恩
に
臥
沈
で
、
其
方
の
空
を
遥
々
と

詠
め
遣
り
給
へ
ば
、
遅
々
た
る
暮
山
の
雲
い
と
y
沼
町
雨
と
な

り
、
虚
し
き
床
に
独
ね
て
、
夢
に
も
せ
め
て
逢
見
ば
や
と
枕
を

破
、
臥
給
へ
ば
、
添
甲
斐
も
元
き
悌
に
、
為
方
元
し
と
歎
給
ふ

も
げ
に
理
な
り
や
。

玄
玖
本

(
A
系
統
)
兵

B
系
統
に
か
な
り
近
い
本
文
(
省
略
)

天
正
本

(
C
系
統
)
占

か
の
西
施
は
、
小
鹿
の
角
の
つ
か
の
ま
も
、
別
れ
て
あ
る
べ
き

物
や
と
、
思
し
し
中
を
避
け
ら
れ
て
、
い
ま
だ
幼
な
の
太
子
主

軒
与
を
も
、
行
末
も
知
ら
ず
恩
ひ
置
き
、
恩
は
ぬ
旅
に
出
て
、

別
れ
を
恋
ふ
酒
さ
そ
し
ば
し
が
程
も
留
ま
ら
ず
、
扶
の
乾
く

隙
ぞ
な
き
。
越
主
は
、
ま
た
こ
れ
や
限
り
の
別
れ
な
る
ら
ん
と
、

堪
へ
ぬ
恩
ひ
に
伏
し
沈
み
、
其
方
の
空
を
盗
々
と
詠
め
遺
り
給

へ
ば
、
温
々
た
る
暮
山
の
雲
、
い
と
ど
泊
の
雨
と
な
る
。
空
し

き
床
に
独
り
寝
て
、
夢
に
も
せ
め
て
相
見
ば
や
と
枕
を
抱
い
て

臥
し
給
へ
ば
、
傍
ふ
甲
斐
も
な
き
面
影
に
、
せ
ん
方
な
く
ぞ
歎

き
給
ふ
。
さ
れ
ば
、
晩
唐
の
詩
に
、

美
如
西
施
離
金
闘
婚
似
楊
妃
幡
玉
楼

(
美
な
る
こ
と
西
施
の
金
闘
を
離
る
る
が
ご
と
し

ゐ

嬬
び
た
る
こ
と
は
楊
妃
の
玉
楼
に
婚
す
に
似
た
り
)

細
雨
瀦
花
千
点
涙
淡
畑
纏
竹
一
対
愁

(
細
雨
花
に
織
ぐ
千
点
の
涙

淡
姻
竹
に
健
る
一
対
の
愁
)

と
。
西
施
が
越
主
の
宮
を
離
れ
て
、
姑
蘇
城
に
赴
く
そ
の
愁
ひ

を
、
後
来
の
詩
人
筆
端
に
賦
し
尽
く
し
け
る
こ
と
、
ま
こ
と
に

絶
章
と
ぞ
覚
え
た
る
。
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【
参
考
】
龍
大
本
・
義
輝
本
(
漢
詩
部
分
)

美
如
西
施
離
金
闘
鮪
似
楊
妃
酔
玉
楼

細
雨
漉
花
千
貼
涙
淡
煙
纏
竹
一
堆
愁



【
参
考
】
野
尻
本
{
漢
詩
部
分
)

美
如
西
施
離
金
闘

細
雨
漉
花
千
点
涙

据
似
楊
妃
幡
玉
楼

淡
煙
値
竹
一
堆
愁

西
源
院
本

(
D
系
統
)
正

西
施
は
小
鹿
の
角
の
つ
か
の
間
も
、
別
て
有
ベ
き
物
か
や
と
、

思
し
中
を
さ
け
ら
れ
て
、
連
理
の
契
浅
か
ら
ず
、
越
王
に
も
別

れ
、
未
だ
幼
き
太
子
玉
賢
与
を
も
い
ひ
知
ら
ず
恩
ひ
置
奉
り
、

恩
は
ぬ
旅
に
出
給
へ
ば
、
別
を
慕
涙
さ
阜
、
し
ば
し
が
程
も
止

ま
ざ
ら
で
、
扶
の
乾
を
隙
も
な
し
。

日
置
本

(
E
系
統
)
五

西
施
は
連
理
の
契
浅
か
ら
ぬ
、
越
玉
に
も
別
れ
、
未
だ
幼
き
太

子
主
石
与
に
も
云
ひ
知
ら
せ
ず
恩
置
て
、
恩
は
ぬ
旅
に
出
給
へ

ば
、
別
を
慕
涙
さ
へ
、
し
ば
し
が
程
も
止
ま
ら
で
、
扶
の
乾
く

隙
も
な
し
。

一
見
し
て
、
西
源
院
本

(
D
系
統
)
や
日
置
本

(
E
系
統
)
が
簡

略
で
、
「
晩
唐
の
詩
」
を
付
す
天
E
本

(
C
系
統
)
の
描
写
が
最
も

豊
富
な
こ
と
が
わ
か
る
。
簡
略
な
西
源
院
本

(
D
系
統
)
は
、
し
ば

し
ば
本
文
を
簡
略
化
す
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
・
t
こ
こ
も
そ

の
傾
向
に
あ
て
は
ま
る
。

E
系
統
も
、

D
系
統
の
本
文
を
継
承
し
、

非
常
に
簡
略
な
形
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
天
E
本

(
C
系

統
)
が
引
用
す
る
、
「
晩
唐
の
詩
」
は
、
『
太
平
記
』
諸
本
中
、
天
正

本
・
龍
大
本
な
ど
の

C
系
統
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
こ
の
詩
に
関
し
て

は
C
系
統
が
独
自
に
増
補
し
た
記
事
と
わ
か
る
。
「
晩
唐
の
詩
」
以

外
の
箇
所
は
、

A
系
統
か
ら
E
系
統
ま
で
、
比
較
的
共
通
す
る
文
言

が
多
く
、
や
は
り
、
党
舜
本
な
ど
日
系
統
を
基
準
と
し
て
、
簡
略
化

し
た
も
の
が
D
系
統
・

E
系
統
、
増
補
を
加
え
た
も
の
が
C
系
統
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
「
晩
唐
の
詩
」
の
増
補
は
、
天
E
本
が
他
の
巻
で
も
頻
繁
に

行
う
「
悲
劇
的
場
面
に
お
け
る
哀
傷
性
の
強
調
」
に
該
当
す
る
異
同

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
古
本
『
太
平
記
』
の
中
で

も
、
章
段
末
部
に
漢
詩
を
付
し
て
評
言
を
加
え
る
箇
所
は
多
い
。
そ

し
て
、
そ
の
際
、
作
者
名
を
明
か
す
こ
と
な
く
、
漢
詩
を
引
用
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。
天
E
本
「
呉
越
戦
の
事
」
の
漢
詩
引
用
に
よ
る

描
写
方
法
も
、
そ
う
し
た
古
本
『
太
平
記
』
の
方
法
を
摸
倣
し
た
も

の
で
あ
り
、
古
本
『
太
平
記
』
の
性
質
を
利
用
・
継
承
し
な
が
ら
、

作
品
の
叙
情
性
を
増
そ
う
と
努
力
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

天
正
本
の
他
の
巻
で
の
増
補
方
法
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

『
太
平
記
』
の
出
典
研
究
は
、
江
戸
時
代
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
た

成
果
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

C
系
統
諸
本
に
し
か
な
い
「
晩
唐
の

詩
」
に
つ
い
て
は
、
天
正
本
を
底
本
と
し
た
小
学
館
・
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
に
も
指
摘
が
な
く
、
出
典
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
よ
う
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だ
。
本
稿
で
は
、
天
正
本
増
補
者
の
意
図
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
、

こ
の
漢
詩
か
ら
、
天
正
本
増
補
者
が
全
四
十
巻
の
隅
々
に
ま
で
行
っ

た
『
太
平
記
』
増
補
作
業
の
ほ
ん
の
一
端
を
垣
間
見
て
み
た
い
ロ

上
述
の
通
り
、
天
正
本
『
太
平
記
』
で
は
、
「
晩
唐
の
詩
」
が
引

用
さ
れ
、
「
後
来
の
詩
人
筆
端
に
賦
し
尽
く
し
け
る
こ
と
、
ま
こ
と

に
絶
章
と
ぞ
覚
え
た
る
」
と
ま
で
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
漢
詩
は
、
そ
の
典
拠
に
遡
る
と
、
本
来
、
晩
唐
の
七
言
絶
句
な
ど

で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
首
の
漢
詩
で
す
ら
な
い
。
以
下
に

述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
の
前
半
の
第
一
句
・
第
二
句
と
後
半
の
第

三
句
・
第
四
句
、
ど
は
、
本
来
、
全
く
別
の
来
歴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
漢
詩
、
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
句
の
典
拠
は
、
第
一

句
・
第
二
句
の
十
四
言
、
第
三
匂
・
第
四
匂
の
十
四
言
(
以
下
、
第

一
句
・
第
二
句
を
A
句
、
第
三
匂
・
第
四
匂
を
B
句
と
呼
ぶ
)
と
も

に
、
宋
代
の
禅
僧
が
古
則
に
対
し
て
抽
出
し
た
煩
の
一
部
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
有
名
な
公
案
集
・
語
録
集
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
句
が
、
天
E
本
『
太
平
記
』
で
は
、
一
首
の
七
言

絶
句
と
し
て
組
み
合
わ
せ
ら
れ
、
西
施
が
越
国
を
離
れ
る
悲
劇
的
場

面
を
描
写
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
禅
宗
煩
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
4
一

【
増
収
】
馬
祖
国
僧
問
。
知
何
是
仏
。
祖
云
。
即
心
即
仏
。

煩
目
。

{
中
略
)

剰
刺
副
司
剛
剣
闘
叶
矧
側
樹
矧
叶
到

更
嫌
何
慮
不
風
流
。
肯
堂
充
。

。
終
日
奥
君
花
下
酔
。

ち
な

(
馬
祖
、
因
み
に
僧
問
ふ
、
「
知
何
な
る
か
是
れ
仏
」
と
。

祖
云
く
、
「
即
心
即
仏
」
と
。
煩
し
て
日
く
、

-
(
中
略
)
・
:

『
美
な
る
こ
と
は
西
子
の
金
闘
を
離
る
る
が
ご
と
く
、
婚
な
る

こ
と
楊
妃
が
玉
楼
に
下
る
に
似
た
り
。
終
日
、
君
と
花
の
下

に
酔
ひ
、
更
に
嫌
ふ
、
何
れ
の
慮
か
、
風
流
な
ら
ざ
る
を
』

肯
堂
充
)
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『
枯
八
方
珠
玉
集
』
巻
上
・
士
一

挙
。
二
一
平
参
石
輩
。
輩
見
便
作
轡
弓
勢
云
。
看
箭
。
二
一
平
披
開

胸
云
。
此
是
殺
人
箭
。
活
人
箭
又
作
康
生
。
輩
弾
弓
弦
三
下
。

三
平
便
礼
拝
。
輩
云
。
二
一
十
年
。
一
張
弓
。
両
隻
箭
。
今
日
只

射
得
半
小
人
。
便
鋤
折
弓
箭
。
三
平
後
挙
似
大
頼
。
顛
云
。
既

是
活
人
箭
。
為
什
座
。
向
弓
弦
上
弁
。
二
一
平
無
語
。
顛
云
。
二
一

十
年
後
。
要
人
挙
此
話
也
難
得
。



-
(
中
略
)
・

仏
鑑
枯
云
。
大
小
三
平
。
元
来
只
是
+
死
漢
。
若
非
死
漢
。

文
覚
什
腰
活
人
箭
。
石
輩
竜
頭
蛇
尾
。
矢
在
弦
上
。
又
却

不
発
。
当
時
若
便
与
一
箭
。
那
裏
得
来
。
大
顛
作
死
馬
医
。

医
之
不
差
。
従
他
掘
地
深
埋
。
且
知
智
海
億
慶
批
判
。
古

今
還
有
過
也
無
。
網
岡
綱
相
判
制
調
叫
測
姻
制
制
↓
樹
倒
。

ひ

し

守

さ

(
挙
す
。
三
平
、
石
輩
に
参
ず
。
輩
見
る
と
便
ち
弓
を
脅
く
勢

し

確

だ

を
作
て
云
く
、
「
箭
を
看
よ
」
と
。
三
平
、
胸
を
措
置
聞
け
て
云

ま

i

く
、
「
此
れ
は
是
れ
設
人
筒
か
。
活
人
箭
は
又
た
作
麿
生
」
と
。

み
た
び

輩
、
弓
弦
を
弾
く
こ
と
三
下
。
三
平
、
便
ち
礼
拝
す
。
輩
云
く
、

コ
一
一
十
年
、
一
張
の
弓
と
両
隻
の
箭
、
今
日
只
だ
半
+
の
人
を

tお
し

め

射
得
た
り
」
と
。
便
ち
弓
箭
を
揃
折
る
。
二
一
平
、
後
に
大
顛
に
挙
似

E
1か
お

す
。
顛
、
云
く
、
既
に
是
れ
活
人
箭
、
為
什
庫
、
弓
弦
の
上
に
向

ひ
て
弁
ず
」
と
。
三
平
、
語
無
し
。
顛
、
云
く
、
二
一
十
年
後
、

人
此
の
話
を
挙
せ
ん
と
要
す
る
も
、
得
難
か
ら
ん
」
と
0

・
(
中
略
)

仏
鑑
枯
じ
て
云
く
、
「
大
小
の
三
平
、
一
耳
来
只
だ
是
れ
小

t

i

 

の
死
漢
。
若
死
漢
に
非
ん
ぱ
、
文
什
腰
の
活
人
箭
を
か
覚

ん
。
石
輩
、
竜
頭
蛇
尾
、
矢
、
弦
上
に
在
り
。
又
、
却
て

い
づ
こ

E

発
せ
ず
。
当
時
に
若
し
便
ち
一
箭
を
与
ぽ
、
那
裏
よ
り
か
来

る
を
得
ん
。
大
顛
、
死
馬
医
を
作
す
。
之
を
医
れ
ど
も
差

E
か

い

ん

も

ず
。
従
へ
他
れ
地
を
掘
て
深
く
埋
こ
と
を
、
且
つ
智
海
態
度

に
批
判
す
る
が
ご
と
く
ん
ぱ
、
古
今
還
て
過
有
や
無
や
。

『
細
雨
、
花
に
酒
ぐ
千
駄
の
涙
、
淡
煙
、
竹
を
値
む
一
一
曜

の
愁
』
」
と
。
)

傍
線
を
付
し
た
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
、
天
正
本
『
太
平
記
』
の
引
く

「
晩
唐
の
詩
」
の
詩
句
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
典
拠
と
見
な
し

て
よ
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
『
禅
宗
煩
古
聯
珠
通
集
』
に
「
肯
堂
充
」

と
あ
り
、
『
枯
八
方
珠
玉
集
』
に
「
仏
鑑
拍
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
肯
堂
彦
充
・
仏
鑑
慧
患
と
い

う
南
宋
時
代
の
禅
僧
の
枯
じ
た
煩
の
一
部
で
あ
る
と
わ
か
る
。

こ
う
し
た
著
名
な
禅
僧
の
句
は
、
各
時
代
の
禅
僧
に
も
継
承
さ
れ
、

時
に
は
再
利
用
さ
れ
て
い
く
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、

A
句
は
、
同
じ
冨

宗
煩
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
に
、
本
来
の
作
者
で
あ
る
肯
堂
彦
充
に
参

得
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
仏
鑑
慧
患
に
よ
る
類
句
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、

B
旬
、
も
仏
鑑
慧
艶
の
法
嗣
に
連
な
る
元
代
の
高
峰
原
妙

の
語
録
『
高
峰
原
妙
禅
師
語
録
』
に
類
句
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
先

行
す
る
頒
の
作
者
と
師
弟
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、

A
句
は
肯
堂

彦
充
、

B
句
は
仏
鑑
慧
慰
の
も
の
を
初
出
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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『
禅
宗
煩
古
聯
珠
通
集
』
巻
第
二

江
西
道
一
禅
師
。
時
骨
馬
祖
。
示
衆
目
。
汝
等
諸
人
。
各
信



自
心
是
仏
。
此
心
即
是
仏
心
。
遺
磨
南
天
啓
一
国
来
至
中
華
。

伝
上
乗
一
心
之
法
。
令
法
等
開
悟
。
有
僧
問
云
。
和
尚
為
什

腰
説
即
心
即
仏
。
祖
目
。
為
止
小
児
略
。
僧
目
。
暗
止
後
如

何
。
祖
目
。
非
心
非
仏
。
僧
目
。
除
此
一
種
人
来
如
何
指
示
。

祖
国
。
向
伊
一
道
。
不
是
物
。
日
忽
遇
其
中
人
来
時
如
何
。
祖

国
。
且
教
伊
体
会
大
道
。
煩
目
。

・
(
中
略
)
:
・

劃
州
岡
引
制
剣
闘
叶
捌
倒
樹
矧
倒
到
樹
。
猶
把
琵
琶
半
遮
面
。

不
令
人
見
転
風
流
。
仏
鑑
態
。

(
江
西
道
一
禅
師
、
時
に
馬
祖
と
号
す
。
衆
に
示
し
て
日
く
、

お
の
お
の

汝
等
諸
人
、
各
、
自
心
是
れ
仏
な
る
こ
と
を
信
ぜ
よ
。
此

の
心
、
即
ち
是
仏
心
な
り
。
達
磨
、
南
天
せ
一
国
よ
り
来
り
て

中
華
に
至
り
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
汝
等
を
開
悟
せ
し

な
に

む
。
有
僧
聞
い
て
云
う
、
「
和
尚
、
什
麿
と
為
て
か
、
即
心

即
仏
と
説
く
」
と
。
祖
国
く
、
「
小
児
の
時
く
を
止
め
ん
が

為
な
り
」
と
。
僧
日
く
、
「
暗
き
止
み
し
後
、
如
何
」
と
。

祖
日
く
「
非
心
非
仏
」
と
。
僧
日
く
、
「
此
の
一
種
を
除
い

か

て
人
の
来
ら
ば
如
何
が
指
示
す
」
と
。
祖
日
く
、
「
伊
れ
に

い

こ

ち

ゅ

ラ

向
か
ひ
て
不
是
物
と
道
わ
ん
」
と
。
日
く
「
忽
ち
に
其
中
のか

人
の
来
る
に
遇
う
時
は
知
何
」
と
。
祖
日
く
、
「
且
ら
く
伊

れ
し
て
大
道
を
体
会
せ
し
め
ん
」
と
。
煩
し
て
日
く

-
(
中
略
)
・

『
美
な
る
こ
と
西
子
の
金
闘
を
離
る
る
が
ご
と
く
、
矯
な
る
こ
と

楊
妃
が
玉
楼
に
侍
る
に
似
た
り
。
猶
を
琵
琶
を
把
て
半
ば
面
を

う
た

遮
る
。
人
を
し
て
見
せ
し
め
ず
、
転
た
風
流
』
仏
鑑
慰
)

『
高
峰
原
妙
禅
師
語
録
』

f
一

仏
浬
柴
上
堂
。

周
行
七
歩
猶
成
跡
。
榔
示
双
扶
量
易
収
。
側
輔
副
相
判
刷
泊
。

洲
矧
制
倒
↓
剥
到
。

(
周
行
七
歩
、
猶
ほ
跡
を
成
し
、
榔
示
双
扶
、
量
に
易
く
収
ま

ら
ん
や
。
微
雨
、
花
に
灘
ぐ
、
千
点
の
泊
。
淡
畑
、
竹
に
健
る

一
堆
の
愁
。
)
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天
正
本
は
、
各
煩
の
一
部
を
示
す
に
埼
き
ず
、
各
時
代
に
用
い
ら
れ

た
複
数
の
煩
の
ど
れ
が
実
際
の
典
拠
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
天
正
本
『
太
平
記
』
が
巻
四
「
呉
越
戦
の
事
」
に
引
用
し

て
い
た
「
晩
唐
の
詩
」
は
、
本
来
、
一
首
の
「
詩
」
で
は
な
く
、
禅

語
録
中
に
見
ら
れ
る
「
南
宋
」
の
「
煩
」
に
由
来
す
る
漢
詩
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。



で
は
、
こ
の
よ
う
な
禅
の
語
録
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
煩
が
、
天
E

本
『
太
平
記
』
に
お
い
て
一
つ
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
本
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
匂
が
意
味
し
て
い
た

と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
、
禅
の
悟
境
に
達

す
る
力
は
到
底
な
く
、
こ
の
煩
の
宗
教
的
な
意
味
を
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
禅
僧
の
聞
で
の
理
解
を
示
し
て
お
く
。

A
句
は
、
先
述
の
仏
鑑
慧
聴
に
よ
る
、
類
句
を
持
つ
煩
が
『
禅
林

類
衆
』
巻
九
「
心
眼
」
の
項
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

B
匂
を

持
つ
煩
も
、
同
じ
く
『
禅
林
類
緊
』
巻
十
七
「
弓
箭
」
の
項
に
収
め

ら
れ
て
い
る
・
占
。
こ
の
『
禅
林
類
来
』
に
は
、
抄
物
も
数
種
残
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
応
の
内
容
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

抄
物
の
解
く
、
ど
こ
ろ
と
、
拍
じ
ら
れ
た
意
図
と
に
は
、
厳
密
に
は
違

い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
意
味
の
一
端
を
窺
う
こ
と
は
で

き
よ
う
。
ま
ず
、
先
掲
の
通
り
、

A
句
の
類
句
を
含
む
仏
鑑
慧
患
の
煩
古
の

公
案
本
則
は
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
『
江
西
道
一
禅
師
語
録
』
な
ど
に
見

え
る
、
馬
祖
{
江
西
道
一
)
の
間
容
に
基
づ
く
古
則
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
肯
堂
彦
充
の
煩
の
公
案
本
則
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
肯

堂
彦
充
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
公
案
と
見
な
せ
る
。
認
伴
林
類
衆
』

に
対
す
る
抄
物
『
大
淵
和
尚
再
吟
』
に
は
、
こ
の
仏
鑑
の
煩
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
よ
毛

同
破
云
、
早
歳
ヨ
リ
家
風
疎
散
ニ
シ
テ
叢
林
ニ
袖
フ
レ
ヌ
ハ
ゲ

=
ト
玉
楼
金
閣
ノ
戯
レ
ア
ル
故
ヱ
也
。
然
者
其
ノ
衆
ヲ
擾
ヌ
コ

ソ
樽
風
流
本
則
ハ
、
即
心
即
仏
非
心
非
仏
ト
示
シ
テ
後
チ
ニ

ハ
非
心
非
仏
ト
示
シ
テ
ゴ
ザ
ア
ル
ト
云
ハ
、
非
心
非
仏
只
即
マ

デ
ヨ
。
直
指
ガ
人
心
々
々
ガ
成
仏
ダ
、
愛
ラ
ハ
成
仏
ト
云
モ
ハ

ヤ
回
タ
コ
ト
ダ
。
直
指
即
ト
ミ
タ
ト
キ
其
侭
ノ
姿
タ
ヨ
。
程
ニ
、

破
モ
江
西
派
下
ハ
一
句
ノ
宗
風
ナ
程
ニ
、
始
メ
ヨ
リ
惇
牢
疎
行

ノ
侭
デ
、
指
シ
透
シ
タ
。
終
ニ
叢
林
ノ
僧
籍
=
ノ
ラ
ヌ
、
仏
祖

ノ
鮒
鎚
ヲ
受
ヌ
人
ガ
ア
ル
。
如
此
疎
散
疎
行
ナ
家
風
ヲ
西
子
ガ

紅
顔
、
貴
妃
ガ
翠
黛
ト
云
タ
。
此
ノ
肌
ヱ
コ

y
本
覚
法
身
ノ
一

仏
直
指
見
性
ヨ
。
サ
テ
玉
楼
金
閣
ノ
戯
レ
デ
ハ
無
イ
ガ
、
仏
祖

ノ
鮒
鎚
ヲ
ウ
ケ
叢
林
ノ
法
度
ニ
拘
ル
ガ
、
ツ
マ
レ
縄
ワ
帯
ピ
額

イ
ニ
金
ナ
ヤ
キ
ノ
当
タ
コ
ト
ダ
。
・
:
(
中
略
)
・
・
・
其
衆
ヲ
擾
ヌ

ト
云
号
、
悪
ヲ
パ
悪
デ
ヲ
キ
、
善
ヲ
パ
善
デ
於
イ
タ
ト
キ
ガ
、

白
心
是
仏
直
指
見
性
一
旬
即
心
ヨ
。
サ
テ
自
性
ヲ
乱
ダ
シ
善
悪

ヲ
払
テ
ミ
ル
ハ
、
ツ
マ
レ
ニ
ヤ
ツ
レ
タ
コ
ト
ダ
。
畢
克
其
性
ヲ

乱
ダ
サ
ヌ
ガ
馬
祖
下
ノ
風
流
ダ
ゾ
。
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『
禅
林
類
衆
』
の
公
案
本
則
の
内
容
は
、
即
心
即
仏
と
説
い
た
の

は
、
仏
を
外
に
求
め
て
し
ま
う
凡
人
に
対
す
る
注
意
の
言
葉
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
方
便
に
過
ぎ
ず
、
逆
に
そ
れ
に
拘
泥
す
る
よ
う
な
ら
、



逆
に
非
心
非
仏
と
説
か
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
う
し
た
非
心
非
仏

や
即
心
即
仏
と
言
っ
た
言
葉
が
教
条
化
す
る
な
ら
、
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
そ
れ
は
物
で
は
な
い
、
と
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
抄
物
の
解
釈
は
、
馬
祖
は
一
匂
即
心
の
宗
風
で
あ
り
、

疎
行
の
ま
ま
で
、
祖
師
か
ら
の
鮒
鎚
を
受
け
な
い
人
が
お
り
、
仏
鑑

の
煩
は
、
そ
う
し
た
風
を
、
西
施
や
楊
貴
妃
に
喰
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
肌
に
、
人
の
心
を
指
し
示
し
て
、
そ
の
性
を
見
透
す
こ
と

で
感
得
で
き
る
、
人
に
本
来
備
わ
る
仏
性
が
喰
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
表
面
的
な
行
動
の
善
悪
に
拘
る
の
で
は
な
く
、
心
の

覚
性
を
見
つ
め
感
得
せ
ん
と
す
る
態
度
を
、
玉
楼
金
閣
の
中
で
、
陣

ら
風
流
を
尽
く
す
こ
と
に
喰
え
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
だ
。

肯
堂
彦
充
の
煩
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぽ
同
様
に
解
せ
よ
う
。

次
に
、

B
句
の
公
案
本
則
は
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
な
ど
に
見
ら
れ

る
、
石
輩
慧
蔵
・
大
顛
宝
通
と
三
平
義
忠
の
問
答
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。
『
禅
林
類
衆
撮
要
抄
』
か
ら
、
仏
鑑
の
言
葉
に
該
当
す
る
箇

所
を
あ
げ
て
お
く
手
屯

『
禅
林
類
緊
撮
要
抄
』

仏
鑑
態
云
大
小
三
平
ハ
元
来
死
漢
ゾ
。
ナ
ゼ
ナ
レ
パ
死
漢
デ

無
ン
パ
活
人
ノ
箭
ヲ
パ
求
メ
マ
ジ
キ
也
。
石
輩
|
石
輩
モ
龍
頭

テ
尾
ホ
ゾ
ナ
ゾ
矢
弦
上
ニ
在
、
タ
パ
カ

H
テ
授
セ
ヌ
ホ
ド
ニ

ゾ
。
当
時

I
其
時
一
箭
ニ
射
殺
シ
タ
ラ
パ
ド
コ
ヨ
日
来
ン
ゾ
。

射
殺
ヌ
ニ
依
テ
大
顛
ノ
会
裡
ニ
君
主
タ
ゾ
。
大
顛
|
大
顛
ノ
既
是

ナ
ド
ト
云
テ
死
馬
ニ
薬
ヲ
与
ル
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ヲ
セ
ラ
レ
タ
レ

ド
モ
元
来
死
漢
ヂ
ヤ
ニ
依
ザ
差
ヌ
ゾ
。
其
レ
パ
掘
ν
地
深
埋
タ

ホ
ド
ノ
コ
ト
ゾ
。
故
=
従
教
シ
ト
也
。

E
知
|
我
カ
如
ν
此
批

判
ス
ル
=
モ
過
ハ
ジ
ア
ル
カ
ト
也
。
細
雨
細
雨
ノ
酒
ν
花
タ

カ
千
点
ノ
涙
淡
姻
ノ
竹
ヲ
篭
メ
タ
ガ
一
堆
ノ
愁
也
。
是
ハ
大
顛

ノ
色
々
ニ
垂
示
シ
テ
死
馬
ノ
医
ヲ
作
シ
タ
レ
ド
モ
三
平
死
漢
ヂ

ヤ
ニ
依
テ
差
へ
ヌ
ヲ
愁
ル
也
。
又
話
頭
ヲ
会
ス
ル
底
無
キ
ヲ
愁

ル
也
。

石
章
の
も
と
で
活
人
の
箭
を
求
め
た
三
平
は
、
活
人
の
箭
を
求
め

る
以
上
、
そ
の
時
点
で
荷
人
で
は
な
く
、
死
漢
に
過
一
き
な
い
。
石
輩

の
も
と
か
ら
大
顛
の
も
と
へ
行
っ
て
い
る
か
ら
、
石
輩
が
実
際
に
箭

を
放
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
大
顛
も
死
漢
で
あ
る
三
平
に
対
し

て
は
死
馬
に
薬
を
や
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
が
意
味
が
な
く
、
穴
を

掘
っ
て
埋
め
た
に
等
し
い
。
結
局
、
三
平
の
よ
う
に
、
話
頭
の
内
容

を
理
解
で
き
ず
活
人
た
り
え
な
い
愁
い
を
述
べ
た
も
の
が
、
仏
鑑
の

煩
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

冗
長
な
引
用
と
な
っ
た
が
、
以
上
の
二
つ
の
抄
物
の
解
す
る
と
こ

ろ
か
ら
見
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
全
く
別
個
の
公
案
に
対
す
る
煩
古
で

あ
る
A
句
と
B
両
句
の
聞
に
は
、
特
筆
す
べ
き
共
通
点
や
関
連
性
が

あ
る
と
は
思
え
な
い
。
公
案
の
内
容
も
、
性
格
も
全
て
異
な
る
も
の
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で
あ
る
。
ま
た
、
古
則
の
内
容
そ
の
も
の
に
は
、
『
太
平
記
』
の
語

る
よ
う
な
呉
越
説
話
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
要
素
は
全
く
な
い
。
た

し
か
に
、

B
句
に
は
、
「
千
点
の
涙
」
「
一
堆
の
愁
」
と
あ
っ
て
、
憂

愁
の
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
細
雨
花
に
酒
ぐ
」
と
い

う
表
現
は
、
『
長
恨
歌
』
の
「
玉
容
寂
実
涙
欄
干
、
梨
花
一
枝
春
帯

雨
」
を
踏
ま
え
れ
ば
、

A
句
に
登
場
す
る
楊
貴
妃
と
は
容
易
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
表
現
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
出
典
の
禅
語
録

に
お
い
て
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
、
天
正
本
の
引
用
す
る
「
漢
詩
」
は
、
は
じ
め
か
ら
呉

越
説
話
と
と
も
に
付
帯
し
て
流
布
し
て
い
た
、
と
い
う
よ
う
な
性
格

の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
奈
良
絵
本
ヲ
」
ゑ
つ
』
や
『
曾
我
物
語
』

巻
五
「
呉
越
の
た
〉
か
ひ
の
事
」
、
『
平
治
物
語
』
巻
下
「
呉
越
戦
ひ

の
事
」
な
E
、
呉
越
説
話
を
持
つ
他
の
作
品
で
も
、
こ
う
し
た
煩
や

漢
詩
に
触
れ
た
も
の
は
な
い
。
同
様
に
、
楊
貴
妃
説
話
を
持
つ
作
品

を
見

τも
こ
の
詩
を
持
つ
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
で
は
、

禅
語
録
に
遡
る
唐
詩
の
中
に
も
、
天
E
本
の
引
く
こ
の
漢
詩
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
漢
詩
は
、
『
太

平
記
』
に
増
補
を
加
え
た
天
正
本
の
作
者
が
、
「
西
施
が
金
闘
を
離

る
る
」
と
い
う
句
を
持
つ
頒
に
、
「
千
点
の
涙
」
「
一
堆
の
愁
」
と
い

う
語
を
持
つ
煩
を
組
み
合
わ
せ
て
、
西
施
離
別
の
場
面
の
「
哀
傷
性

の
強
調
」
の
た
め
に
、
七
言
絶
句
を
新
た
に
作
り
出
し
、
「
晩
唐
」

の
詩
と
し
て
県
越
説
話
中
に
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

A
句
と
B

句
と
は
、
脚
韻
(
尤
韻
)
や
平
灰
な
ど
も
き
ち
ん
と
適
合
し
、
内
容

的
に
も
違
和
感
な
く
結
合
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
天
E
本
増
補
者
が

意
図
的
に
一
首
の
漢
詩
を
作
り
出
す
べ
く
、
平
灰
や
脚
韻
に
不
備
の

な
い
よ
う
、
二
つ
の
煩
か
ら
詩
句
を
選
び
出
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。四

さ
て
、
こ
れ
ら
の
句
は
、
い
っ
た
い

E
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、

天
正
本
『
太
平
記
』
の
作
者
の
轟
中
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

漢
詩
一
首
の
み
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
危
険
だ
が
、
あ
え
て
天

正
本
増
補
者
の
増
補
過
程
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
こ
で
、
先
に
『
禅
宗
煩
古
聯
珠
通
集
』
『
禅
林
類
阜
県
』
で
示
し

た
よ
う
に
、
日
句
の
作
者
と
同
じ
仏
鑑
慧
撃
が
、

A
句
を
利
用
し
た

類
似
の
句
を
持
つ
煩
を
拍
じ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
も
し
、

天
正
本
増
補
者
が
、
肯
堂
彦
充
の
煩
で
は
な
く
仏
鑑
慧
艶
の
煩
に
基

づ
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、

A
句
と
B
句
と
に
は
、
唯
て
作
者
が
と

も
に
仏
鑑
慧
酷
酷
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
二
人

の
禅
僧
の
全
く
関
係
の
な
い
煩
で
漢
詩
を
構
成
し
た
と
考
え
る
よ
り

は
、
仏
鑑
慧
態
と
い
う
一
人
の
禅
僧
の
煩
古
に
よ
っ
た
と
考
え
る
ほ

う
が
、
天
正
本
増
補
者
の
操
作
が
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。

仏
鑑
慧
態
と
は
、
杭
州
径
山
万
寿
寺
を
聞
い
た
僧
で
、
円
悟
克
勤
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ら
と
並
び
称
せ
ら
れ
、
日
本
に
来
朝
し
た
無
学
祖
元
や
冗
庵
普
寧
、

お
よ
び
入
宋
し
た
円
葡
聖
一
の
師
に
当
る
こ
と
で
も
夙
に
知
ら
れ
た

南
宋
末
の
代
表
的
名
僧
で
あ
る
。
仏
鑑
慧
憩
の
二
つ
の
煩
古
に
よ
っ

て
、
一
首
を
構
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
天
E
本
増
補
者
が
、

仏
鑑
慧
懇
個
人
に
対
し
て
、
何
か
特
別
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
可
極

性
が
ま
ず
浮
上
し
て
く
る
。

し
か
し
、
現
在
知
ら
れ
る
仏
鑑
個
人
の
語
録
の
う
ち
、
『
仏
鑑
禅

師
語
録
』
に
は
、
「
即
心
即
仏
」
に
対
す
る
煩
古
は
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
そ
れ
は
A
句
を
持
つ
煩
と
は
異
な
る
煩
で
あ
る
。
そ
し

て、

B
句
に
つ
い
て
は
公
案
も
煩
古
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

先
掲
の
B
句
を
有
す
る
『
拍
八
方
珠
玉
集
』
も
、
仏
鑑
慧
艶
を
中
心

と
す
る
煩
古
集
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
A
句
が
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
現
存
す
る
仏
鑑
個
人
の
語
録
や
煩
古

集
に
は
、

A
-
B
両
句
を
と
も
に
収
録
し
て
い
る
も
の
は
見
あ
た
ら

な
い
。
こ
う
し
た
著
作
に
よ
ら
ず
と
も
、
嚢
中
に
あ
っ
た
仏
鑑
の
語

録
か
ら
漢
詩
を
作
り
上
げ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
天
E
本
増
補
記

事
の
中
に
は
、
こ
の
詩
以
外
に
は
、
確
実
に
仏
鑑
慧
慰
に
由
来
す
る

よ
う
な
表
現
や
引
用
は
見
ら
れ
ず
、
仏
鑑
だ
け
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し

て
い
た
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
仏
鑑
個
人
の
語
録
で
は
な
く
、
よ
り
広

範
囲
な
煩
古
公
案
集
に
拠
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
両
煩
古
の
本
別
で

あ
る
「
即
心
即
仏
」
「
活
人
箭
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
無
門
関
』
や
『
碧

巌
録
』
な
E
に
も
採
ら
れ
た
基
本
的
な
古
則
の
一
つ
で
あ
り
、
多
く

の
禅
僧
の
煩
古
や
枯
古
が
残
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
則
そ
の
も
の
は
、

様
々
な
語
録
集
や
公
案
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
鑑
慧

慰
{
あ
る
い
は
肯
堂
彦
充
)
の
両
煩
を
と
も
に
持
つ
書
と
な
る
と
、

滑
代
以
降
の
も
の
を
除
き
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
と
し
て

は
、
『
嘉
泰
普
灯
録
』
お
よ
び
『
禅
林
類
来
』
が
あ
げ
ら
れ
る
く
ら

い
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
嘉
泰
普
灯
録
』
に
は
、
巻
二
十
七
「
太
平
仏
鑑
態
禅
師

七
首
」
中
に
、
「
離
四
句
絶
宵
非
」
に
対
す
る
煩
と
し
て
A
句
の
類

句
を
持
つ
先
述
の
仏
鑑
の
煩
「
美
如
西
子
離
金
閣
。
婿
似
楊
妃
侍
玉

棲
。
猶
把
琵
琶
半
遮
面
。
不
令
人
見
樽
風
流
。
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、

巻
二
十
六
「
太
平
仏
鑑
撃
禅
師
六
則
」
に
、
先
の
『
拍
八
方
珠
玉
集
』

と
ほ
ぼ
同
文
で
、
日
句
「
細
雨
酒
華
千
匙
涙
。
淡
煙
健
竹
一
堆
愁
。
」

を
持
つ
・
E
。
ま
た
、
先
に
抄
物
を
示
し
た
よ
う
に
、
『
禅
林
類
衆
』

に
も
、
巻
九
・
巻
十
七
に
、
そ
れ
ぞ
れ
A
句
・

B
句
を
含
む
仏
鑑
の

煩
古
が
と
も
に
見
ら
れ
る
。
『
嘉
泰
普
釘
録
』
も
『
禅
林
類
緊
』
も

い
ず
れ
も
日
本
で
五
山
版
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
流
布
し

広
く
用
い
ら
れ
た
書
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
両
書
と
も
に
A
・
B
両
句
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
煩
古
の
配
置
さ
れ
て
い
る
場
所
も
異
な
っ
て
お
り
、
や
は
り

内
容
的
に
両
句
が
何
か
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
嘉

泰
普
灯
録
』
も
『
禅
林
類
衆
』
も
、
い
ず
れ
も
相
当
に
大
部
の
書
で
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あ
り
、
こ
う
し
た
収
録
形
態
か
ら
、
同
一
作
者
の
煩
と
は
い
え
、
内

容
や
脚
韻
、
平
灰
な
ど
に
気
を
配
り
な
が
ら
二
句
を
選
び
出
す
こ
と

は
困
難
な
作
業
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、

A
句
に
つ
い
て
、
『
嘉
泰
普
灯
録
』
も
『
禅
林
類
衆
』
も
、

A
句
に
続
く
「
猶
把
琵
琶
半
遮
面
。
不
令
人
見
転
風
流
。
」
ま
で
の

煩
の
全
体
を
完
全
に
収
録
し
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
ろ
う
。

B
句

は
十
四
言
の
煩
古
で
あ
っ
て
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
先
に
引
用
し

た
通
り
、

A
句
に
は
本
来
、
固
有
の
後
半
部
分
が
存
在
し
、
そ
れ
が

明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
『
太
平
記
』
の
場
面
は
、
別
離
の
悲
劇
的
場
面
で
あ

り
、
本
来
の
煩
古
の
後
半
部
分
で
あ
る
「
猶
把
琵
琶
半
遮
面
白
不
令

人
見
転
風
流
。
」
と
い
う
句
と
は
う
ま
く
適
合
し
な
い
。
そ
の
た
め
、

意
図
的
に
後
半
部
分
を
取
り
替
え
た
可
能
性
は
残
る
。
し
か
し
、
二

つ
の
煩
古
を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
に
一
首
の
漢
詩
を
作
り
出
し
、
公

案
の
内
容
と
は
全
く
関
係
の
な
い
西
施
説
話
に
結
び
つ
け
る
と
い
う

作
業
は
、
は
じ
め
か
ら
後
半
部
分
の
詩
句
や
公
案
本
則
を
見
て
い
た

場
合
、
や
り
に
く
い
よ
う
に
思
う
。

さ
ら
に
は
、
『
嘉
泰
普
灯
録
』
も
『
禅
林
類
衆
』
も
、

A
句
前
半

は
「
美
如
西
子
離
金
闘
」
と
い
う
表
記
で
あ
り
、
「
美
如
西
施
離
金

闘
」
と
す
る
天
正
本
『
太
平
記
』
本
文
と
は
や
や
違
い
見
ら
れ
る
。

天
E
本
の
表
記
と
近
い
煩
古
は
、
一
時
期
、
仏
鑑
慧
患
の
師
で
も
あ

っ
た
肯
堂
彦
充
の
「
美
知
西
子
離
金
闘
」
で
あ
る
。
も
し
、
天
正
本

の
作
者
に
、
仏
鑑
慧
態
と
い
う
一
人
の
人
物
の
煩
古
か
ら
漢
詩
を
作

り
出
す
意
識
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
仏
鑑
慧
訟
の
も
の
と
し
て
「
美

知
西
施
離
金
嗣
」
と
い
う
句
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
は
『
嘉
泰
普
灯
録
』
や
『
禅
林
類
緊
』
の
形
と
は
一
致
し
な
い
。

つ
ま
り
、
『
嘉
泰
普
灯
録
』
『
禅
林
類
緊
』
な
ど
の
書
に
拠
っ
た
場

合
、
あ
え
て
A
句
の
後
半
部
分
の
句
を
切
り
取
り
、
別
の
公
案
に
対

す
る
煩
の
日
句
と
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
、
表
記
の
面
な
ど
、
や

や
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。

公
案
本
則
の
内
容
と
は
関
係
な
く
、
煩
古
の
一
部
を
付
け
替
え
て

別
の
煩
古
を
結
合
さ
せ
る
天
E
本
の
操
作
か
ら
考
え
る
に
、
天
E
本

増
補
者
は
、
語
録
集
・
煩
古
集
な

E
、
公
案
と
煩
古
と
が
完
全
に
整

っ
た
形
の
書
は
見
て
は
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

A
-
B
両

句
と
も
に
公
案
の
内
容
か
ら
詩
句
が
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
状
態

で
、
そ
し
て
、

A
句
に
い
た
っ
て
は
、
そ
の
煩
の
後
半
部
分
の
十
四

言
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
た
形
で
、
摂
取
し
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か

ら
こ
そ
、
二
つ
の
煩
の
詩
句
を
自
由
に
結
び
つ
け
、
た
や
す
く
増
補

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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五

ど
の
よ
う
な
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
受
容
が
可
能
な
の
か
。

そ
れ
は
、
一
般
に
、
「
句
双
紙
」
と
か
、
「
禅
林
句
集
」
と
か
呼
ば
れ



る
禅
語
語
葉
集
で
は
な
い
か
。
禅
門
の
修
行
者
は
、
漢
詩
文
を
鑑
賞

研
究
し
、
偏
煩
や
像
賛
、
法
語
、
疏
な
ど
を
自
ら
作
成
し
た
。
特
に

四
六
餅
健
文
を
作
成
す
る
た
め
に
、
故
事
や
高
僧
の
機
縁
語
旬
、
お

よ
び
美
辞
麗
句
な
ど
を
博
引
し
、
修
辞
の
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
故
事
や
機
縁
の
語
句
を
抜
き
書
き
し
た
、

詩
文
作
成
の
た
め
の
参
考
書
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、

「
句
双
紙
」
「
禅
林
句
集
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
作
品
群
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
基
本
的
に
句
の
字
数
に
よ
っ
て
分
類
配
列
さ
れ
た
禅
語

集
で
、
禅
門
の
初
学
者
が
禅
林
の
偏
煩
や
語
句
を
学
習
し
、
詩
文
作

成
や
入
室
参
禅
の
便
宜
に
資
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
句
双
紙
」
「
禅
林
句
集
」
類
の
う
ち
、
現
在
も
っ
と
も
一

般
的
な
の
は
、
流
布
本
中
の
一
本
が
版
行
さ
れ
た
と
い
う
寛
永
頃
の

古
活
字
版
に
は
じ
ま
る
一
連
の
版
本
で
あ
る
。
後
に
、
こ
の
版
本
系

の
「
句
双
紙
」
に
首
書
や
下
注
の
形
で
出
典
注
記
な
ど
が
増
補
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
例
え
ば
、
『
増
補
首
書
禅
林
句
集
』
(
貞
享
版
禅
林

集
句
)
と
い
っ
た
形
で
も
広
く
流
布
し
た
。
明
治
以
降
、
も
刊
行
が
重

ね
ら
れ
、
現
在
ま
で
禅
林
で
修
行
す
る
人
々
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
古
活
字
版
以
降
の
版
行
さ
れ
た
「
句
双
紙
」
類
は
、

い
ず
れ
も
A
・
B
両
句
を
収
録
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
寛
永
頃
刊
の
古
活
字
版
と
同
数
の
匂
を
収
録
し
、
閥
系

統
に
あ
る
、
『
句
双
紙
』
(
寛
文
十
七
年
刊
)
に
は
、
「
七
言
封
」
の

項
目
下
に
A
句
「
美
如
西
施
離
金
闘
婿
似
楊
妃
侍
玉
棲
」
お
よ
び

B
句
「
細
雨
酒
花
千
貼
涙
淡
畑
値
竹
一
堆
愁
」
が
と
も
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
寛
永
版
本
以
降
、
元
禄
六
年
刊
本
・
元
文
四
年
刊

本
な
ど
全
て
の
版
本
に
A
・
B
両
句
は
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
句
双
紙
」
類
に
共
通
す
る
の
は
、
名
句
抜

書
集
と
い
う
「
句
双
紙
」
の
性
格
か
ら
、
詳
細
な
公
案
の
内
容
や
、

祖
師
の
語
録
の
全
体
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
諸
本
に
よ
っ
て
は
出
典
や
煩
の
作
者
名
な
ど
が
簡
潔
に
注
記
さ

れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
公
案
本
則
か
ら
は
完
全
に
切
り
離
さ
れ
、

ま
た
煩
古
の
全
体
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
た
状
態
で
、
煩
の
一
部
の
詩

句
だ
け
が
羅
列
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
句
双
紙
」
で
は
、

A
句
の
よ
う
に
、
本
来
、
固

有
の
後
半
部
分
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
一
部
だ
け
が
掲
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
実
は
「
句
双
紙
」
類
に
は
、
仏
鑑
の
煩
の
A

句
に
続
く
後
半
部
分
も
収
録
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
A
句

よ
り
も
前
に
別
々
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

A
句
と
は
全
く
切
り
離
さ

れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
句
双
紙
」
の
抜
書
集
と
し
て
の
性
格
が

窺
一
え
よ
う
。

上
述
の
通
り
、
天
E
本
『
太
平
記
』
巻
四
「
呉
越
戦
の
事
」
で
は
、

公
案
や
語
録
全
体
の
内
容
と
は
関
係
な
く
、
二
つ
の
煩
古
が
結
び
つ

け
ら
れ
、
一
首
の
「
晩
唐
の
詩
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

操
作
を
行
っ
た
天
正
本
増
補
者
は
、
こ
う
し
た
「
句
双
紙
」
類
に
よ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
句
双
紙
」
の
よ
う
な
抜
き
書
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き
形
態
で
あ
れ
ば
、
公
案
や
煩
の
全
体
を
掲
載
す
る
語
録
集
な
E
に

比
べ
、
全
く
別
の
来
歴
を
持
つ
煩
と
も
安
易
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
や

す
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
句
双
紙
」
類
は
、
漢
詩
文
作
成
の
た
め

の
手
引
書
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
晩
唐
の
詩
」
担
造
の
た
め
に
用
い
ら

れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

ま
た
先
に
触
れ
た
表
記
の
問
題
で
も
「
句
双
紙
」
類
は
天
正
本
と

一
致
を
見
せ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

A
句
前
半
を
、
天
正
本
系
統
諸

本
が
共
通
し
て
「
美
如
酉
施
離
金
闘
」
と
す
る
の
に
対
し
、
仏
鑑
の

煩
古
は
、
本
来
の
出
典
で
あ
る
禅
文
献
で
は
、
「
美
知
西
子
離
金
閤
」

(
元
刊
本
『
禅
宗
煩
古
聯
珠
通
集
』
)
、
「
美
知
西
子
離
金
闘
」
(
五
山

版
『
禅
林
類
衆
』
、
元
和
刊
本
『
嘉
泰
普
灯
録
』
)
と
や
や
異
な
っ
た

表
記
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
刊
行
さ
れ
た
「
句
双
紙
」
「
禅

林
句
集
」
類
で
は
「
美
如
西
施
離
金
闘
」
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
用

字
は
天
正
本
『
太
平
記
』
の
も
の
と
一
致
す
る
。

先
述
の
通
り
、

A
句
は
本
来
、
背
堂
彦
充
の
も
の
を
晴
矢
と
し
、

仏
鑑
慧
患
に
継
承
さ
れ
た
と
恩
わ
れ
る
。
「
美
知
西
子
離
金
闘
」
と

い
う
用
字
も
、
本
来
は
、
肯
堂
彦
充
の
煩
士
口
「
美
知
西
子
離
金
闘

矯
似
楊
妃
下
玉
棲
」
に
由
来
す
る
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

早
く
か
ら
、
用
字
の
ゆ
れ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
禅
宗
煩
古
聯
珠
通

集
』
巻
一
に
は
、
「
美
釦
西
子
離
金
闘
。
矯
似
楊
妃
下
玉
楼
。
猶
把

琵
琶
半
遮
面
。
不
令
人
見
樽
風
流
。
」
と
い
う
、
前
半
は
肯
堂
彦
充
、

後
半
は
仏
鑑
慧
訟
の
も
の
と
な
っ
た
、
明
ら
か
に
両
者
の
煩
古
が
混

同
さ
れ
た
も
の
が
、
仏
鑑
慧
般
の
煩
古
と
し
て
、
先
述
の
二
箇
所
と

は
別
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

結
局
、
肯
堂
彦
充
の
煩
は
、
日
本
で
広
く
流
布
し
た
冨
林
類
衆
』

や
『
嘉
泰
普
灯
録
』
な
ど
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

A
句
は
、
肯
堂
彦
充
の
も
の
で
は
な
く
仏
鑑
慧
敷
の
も
の
と
し
て
定

着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
煩

に
あ
っ
た
「
閤
(
閤
)
」
と
「
闘
」
と
い
う
違
い
が
混
同
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
混
同
が
「
句
双
紙
」
内
に
お
い
て
定
着
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
、
出
典
を
明
記
す
る
富
富
冊
首
書
禅
林
句
集
』
〔
貞

享
版
禅
林
集
句
)
に
お
い
て
、
「
聯
煩
集
上
馬
祖
心
即
仏
ノ
煩
ノ
例

制
」
(
下
注
)
、
「
又
普
灯
廿
七
ノ
十
三
葉
寓
四
句
絶
宵
非
煩
倒
倒
」
〔
首

書
)
と
い
う
注
記
と
と
も
に
、
や
は
り
「
美
知
西
施
離
金
闘
婚
似

楊
妃
情
玉
棲
」
と
い
う
句
を
載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
手
も

も
し
、
天
正
本
増
補
者
が
仏
鑑
慧
撤
一
人
の
煩
古
に
よ
っ
て
一
首
を

作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
仏
鑑
慧
患
の
煩
と
し
て
「
美

知
西
施
離
金
闘
」
と
い
う
句
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
も
ま
た
、
「
句
双
紙
」
類
の
よ
う
に
、
後
半
部
分
や
語
録
全
体
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
収
録
状
況
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
天
正
本
『
太
平
記
』
の
成
立
時
期
か
ら
見
て
、
こ

の
貞
享
版
そ
の
も
の
を
見
て
い
た
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
、
天
E
本

増
補
者
と
貞
享
版
と
の
一
致
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
「
句
双
紙
」
類

に
よ
っ
て
、
容
易
に
天
E
本
の
よ
う
な
形
態
の
漢
詩
を
構
成
し
う
る
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可
能
性
を
一
軍
し
て
は
い
よ
う

-zoA句
後
半
の
異
同
(
「
情
」
と
「
酔
」

「
幡
」
)
の
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
が
2

そ
A
句
を
見
る
限
り
で
は
、

天
E
本
増
補
者
は
「
句
双
紙
」
類
の
よ
う
な
形
態
の
抜
書
集
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
詩
句
を
摂
取
し
、
「
晩
唐
の
詩
」
を
作
り
出
し
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

た
だ
し
、

A
・
B
両
句
は
、
現
存
す
る
「
句
双
紙
」
類
の
中
で
は
、

版
行
さ
れ
た
も
の
に
は
基
本
的
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
収
録
句
数

の
多
く
な
い
、
写
本
「
句
双
紙
」
類
、
た
と
え
ば
、
蓬
左
文
庫
本
や

京
都
府
立
資
料
館
本
・
名
古
屋
神
宮
皇
皐
館
文
庫
本
な
ど
に
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
句
双
紙
」
の
仮
名
注
で
あ
る
「
句
双
紙
抄
」

諸
本
に
も
両
句
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
『
匂

双
葛
藤
紗
』
・
『
禅
林
集
句
韻
』
・
大
谷
大
学
本
(
写
本
)
な
ど
、
日

句
だ
け
を
収
録
し
て
い
る
も
の
や
、
大
谷
大
学
本
(
『
大
句
双
紙
省

数
無
尽
集
』
)
・
『
貼
繊
集
』
な
ど
A
句
だ
け
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。

全
て
の
「
句
双
紙
」
諸
本
を
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

A
・
B

両
句
は
、
初
期
の
「
句
双
紙
」
が
、
成
長
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、

新
た
に
「
句
双
紙
」
に
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

寛
永
頃
年
古
活
字
版
以
降
に
版
行
さ
れ
る
頃
に
は
、

A
・
B
両
句
と

も
に
「
句
双
紙
」
「
禅
林
句
集
」
類
の
中
に
、
上
述
の
表
記
の
問
題

と
と
も
に
定
着
し
て
い
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

ま
た
「
句
双
紙
」
の
よ
う
な
禅
語
抜
書
集
の
中
に
は
、
漢
詩
を
作

る
際
の
便
宜
を
は
か
り
、
詩
句
を
字
数
で
は
な
く
韻
字
に
よ
っ
て
分

類
し
、
韻
目
表
の
順
番
に
な
ら
べ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
代
表

は
『
匙
繊
集
』
『
禅
林
集
句
韻
』
な
ど
で
あ
る
。

A
句
・

B
句
は
そ

れ
ぞ
れ
脚
韻
も
E
し
く
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
韻
別
分
類
の

禅
語
語
葉
集
に
よ
っ
て
天
正
本
の
ご
と
き
漢
詩
を
作
り
出
し
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
韻
別
分
類
の
も
の
に
も
、
先
述
の
字
数
分
類

の
「
句
双
紙
」
類
に
見
ら
れ
た
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
司
再

林
集
句
韻
』
で
は
、
日
句
が
「
愁
」
の
項
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

A
句
は
「
櫨
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
収
録
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
天
文
二
十
年
(
一
五
五
二
以
前
に
書
写

さ
れ
た
『
増
禅
林
集
句
韻
』
で
は
、
増
補
が
な
さ
れ
、
出
典
を
「
禅

林
」
と
し
て
、
仏
鑑
慧
馳
の
A
・
B
両
句
を
と
も
に
収
録
し
て
い
る
。

宇
数
配
列
に
せ
よ
、
韻
別
配
列
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
句
は
、
徐
々
に

禅
語
抜
書
類
の
中
に
定
着
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

天
正
本
系
統
の
本
文
は
、
長
享
二
・
三
年
(
一
四
八
八

1
九
)
の

奥
書
を
持
つ
賛
舜
本
に
天
E
本
の
影
響
が
あ
る
こ
と
や
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
「
管
見
記
・
太
平
記
断
簡
」
(
大
永
三
年
(
一
五
二
二
戸
を
下

限
と
す
る
)
に
よ
っ
て
、
室
町
中
期
に
は
確
実
に
存
在
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
他
、
天
正
本
の
影
響
下
に
あ
る
南
都
本
を
引
く
『
神

明
鏡
』
の
成
立
時
期
(
後
円
融
朝
期
(
一
三
七
一

1
八
一
一
)
成
立
、

後
花
園
朝
期
(
一
四
二
八

5
六
四
)
増
補
)
に
ま
で
成
立
が
引
先
上

げ
ら
れ
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
2

平
一
。
一
般
に
、
「
句
双
紙
」

の
祖
は
、
貞
享
版
の
蹴
や
『
宗
統
八
祖
伝
』
の
所
説
に
よ
れ
ば
、
大
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徳
寺
・
妙
心
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
東
陽
英
朝
(
一
四
三
八

1
一五

O

四
)
の
編
纂
に
な
る
も
の
だ
と
い
う
2

字
二
。
室
町
初
中
期
に
遡
る
「
句

双
紙
」
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
室
町
中
期
は
、
ち
ょ
う
ど
字
数
別
阻

列
に
せ
よ
、
韻
別
阻
列
に
せ
よ
、
「
句
双
紙
」
の
よ
う
な
抜
書
類
が
、

流
布
し
成
長
し
、
増
補
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
に
あ
て
は
ま
る
。
禅
句

抜
書
集
の
類
は
、
「
句
双
紙
」
の
よ
う
に
広
く
流
布
し
た
も
の
以
外

に
も
、
個
人
的
に
、
あ
る
い
は
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
様
々
に
作
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
即
断
は
で
き
な
い
が
、
「
句
双
紙
」

が
増
補
さ
れ
て
い
く
過
程
の
、
版
行
さ
れ
た
形
態
に
近
い
何
ら
か
の

「
句
双
紙
」
類
を
天
正
本
増
補
者
が
披
見
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
室

町
中
期
に
も
天
正
本
の
増
補
が
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

L 

J、

結
局
、
こ
の
漢
詩
一
首
か
ら
、
典
拠
と
し
て
特
定
の
一
書
を
断
定

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
「
句
双
紙
」
類
を
典
拠
と
す
る
確
実
な
証
拠

は
何
も
な
い
。
し
か
し
、
禅
語
録
を
淵
源
と
す
る
漢
詩
で
あ
っ
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
天
正
本
増
補
者
が
漢
詩
を
増
補
す
る
際
、
「
句

双
紙
」
の
よ
う
な
禅
語
抜
書
類
に
よ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
参

禅
初
学
者
の
詩
文
作
成
の
手
引
書
が
増
補
者
の
座
右
に
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、
「
句
双
紙
」
類
で
は
な
く
原
典
の
禅
語
録
そ
の

も
の
に
よ
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
禅
語
録
を
縦
横
に
利
用
で
き
た
こ
と

に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
天
正
本
増
補
者
は
内
容
だ
け
で
な
く
、

平
灰
や
脚
韻
に
ま
で
気
を
阻
っ
て
漢
詩
を
作
成
し
て
お
り
、
漢
詩
文

に
対
し
て
あ
る
程
度
の
知
識
は
持
っ
て
い
る
う
え
、
禅
的
環
境
と
の

関
わ
り
、
も
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
と
り
上
げ
た
以
外
に
も
、

巻
十
三
に
増
補
さ
れ
た
表
現
に
「
那
茨
雲
に
埋
み
紅
塵
跡
を
隔
て
て
、

樹
林
姻
り
て
暗
く
、
白
日
影
静
か
な
る
に
、
山
色
渓
声
心
身
を
清
浄

に
至
し
、
妄
想
の
垢
を
も
濯
ぎ
ぬ
ベ
く
覚
え
し
か
ば
」
(
巻
十
二
一
「
藤

房
発
心
の
事
」
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
、
蘇
東
坂
の
機
縁
詩
と
し

て
『
碧
厳
録
』
に
も
見
ら
れ
る
「
渓
声
便
是
康
長
舌
。
山
色
畳
非
清

浄
身
。
」
(
蘇
東
披
「
贈
東
林
総
長
老
」
)
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
禅
関
係
語
葉
の
増
補
は
他
に
も
散
見
さ
れ
、
今
後
、
天
正
本
の
増

補
者
像
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
禅
文
献
と
の
交
渉

は
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
太
平
記
』
研
究
に
お
い
て
、
禅
文

献
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
ま
だ
課
題
も
多
い
。
今
回
と
り
上
げ
た
天

E
本
に
限
ら
ず
、
さ
ら
な
る
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
と
り
上
げ
た
よ
う
な
例
を
見
る
に
、
そ
の
天
正
本

の
記
述
す
る
内
容
の
信
溶
性
は
や
や
疑
わ
し
い
こ
と
も
あ
る
よ
う

だ
。
天
正
本
は
後
日
談
を
増
補
な
ど
独
自
記
事
を
多
く
含
む
が
、
そ

れ
が
天
E
本
『
太
平
記
』
以
外
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
場

合
、
本
稿
で
指
摘
し
た
「
晩
唐
の
詩
」
の
よ
う
に
、
安
易
な
担
造
を

行
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
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〈注〉
(
一
)
長
坂
成
行
「
天
正
本
『
太
平
記
』
の
特
質
」
『
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
太
平
記
①
』
「
月
報
人
」
(
小
学
館
・
一
九
九
四
年
九
月
)

(
一
石
鈴
木
登
美
恵
「
佐
々
木
道
普
を
め
ぐ
る
太
平
記
の
本
文
具
同
天
正

本
の
類
の
増
補
改
訂
の
立
場
に
つ
い
て
|
」
『
軍
記
と
語
り
鞠
』
一
一
(
一

九
六
四
年
一
一
一
月
)
な
ど
。
和
歌
に
つ
い
て
は
畏
坂
成
行
「
天
正
本

『
太
平
記
』
の
成
立
|
和
歌
的
表
現
を
め
ぐ
っ
て
|
」
『
軍
記
文
学
研

究
叢
書
9
太
平
記
の
世
界
』
(
汲
古
書
院
・
二

O
O
O年
九
月
)
な
E
a

〔
一
一
一
)
増
田
欣
「
呉
越
A
回
戦
の
説
話
」
『
「
太
平
記
」
の
比
較
文
学
的
研
究
』

〔
角
川
書
眉
・
一
九
七
六
年
)
に
よ
る
。

(
囚
)
小
秋
元
段
「
『
太
平
記
』
審
四
古
態
本
考
」
『
圃
需
と
国
文
学
』
八
五

ー
一
一
三

O
O八
年
一
一
月
)

(
玉
)
古
典
文
庫
。
以
下
、
他
の
作
品
も
吉
め
、
引
用
本
文
は
、
適
宜
、
送

り
が
な
や
訓
点
等
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

〔
六
)
勉
誠
社
『
宝
玖
本
太
平
記
』

〔
七
)
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

(
八
)
ク
レ
ス
出
版
軍
記
物
語
研
究
叢
書

(
九
)
新
典
社
『
中
京
大
学
図
書
館
蔵
太
平
記
』

(
十
)
小
秋
元
段
「
古
臨
本
『
太
平
記
』
論
へ
の
一
視
点
|
酉
源
院
本
の
表

現
を
め
ぐ
っ
て
」
『
太
平
記
・
梅
松
論
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
・
一
一

O
O五
年
)

(
十
二
北
京
銭
装
書
局
・
日
本
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
元
旗
漢
籍
影
印
叢
書
。

宋
の
法
応
宝
鑑
が
淳
照
二
年
(
一
一
七
五
)
に
編
し
た
『
禅
宗
煩
古

聯
珠
集
』
(
公
案
三
百
二
十
五
則
、
煩
一
一
千
一
百
首
を
収
む
)
を
、
元

の
魯
庵
普
舎
が
増
集
し
公
案
四
百
九
十
三
則
と
煩
古
三
千
五
十
首
を

加
え
た
も
の
(
柳
田
聖
山
「
禅
籍
解
題
」
(
筑
躍
書
房
・
世
界
古
典
文

学
全
集
『
禅
家
語
録
E
』)。

(
十
一
一
)
大
日
本
続
蔵
経
。
宋
の
仏
鑑
憲
散
が
自
ら
枯
弄
し
た
古
則
を
集
め

た
「
禅
門
人
方
珠
玉
集
」
を
、
法
弟
の
円
悟
克
勤
前
継
承
し
、
宣
和

七
年
(
一
一
二
五
)
に
一
書
と
し
、
次
い
で
紹
興
六
年
〔
一
一
一
-
一
六
)

に
、
正
賞
宗
顕
が
再
拍
増
集
し
、
桂
に
仏
海
心
月
が
随
桂
著
語
し
、

そ
の
侍
者
祖
慶
が
宝
祐
五
年
〔
一
二
五
七
)
に
、
前
三
師
の
拍
古
と

合
し
一
書
と
し
た
も
の
(
同
「
禅
籍
解
題
」
)
。

(
十
二
一
)
大
日
本
続
蔵
経
。
元
代
臨
済
宗
高
峰
原
妙
(
一
二
三
人

5
九
五
)

の
語
を
集
め
る
。
原
妙
は
そ
の
下
に
中
峰
明
本
を
出
し
た
こ
と
で
最

も
よ
く
知
ら
れ
る
。
続
蔵
の
底
本
は
明
白
続
蔵
本
で
拍
古
、
煩
古
、

法
語
補
遣
、
偽
煩
を
集
め
、
末
尾
に
行
状
三
種
と
塔
銘
を
付
し
て
い

る
。
別
に
日
本
で
元
旗
を
覆
刻
し
た
五
山
旗
が
あ
る
(
同
「
禅
籍
解

題」)。

(
十
四
)
臨
川
書
庖
・
禅
学
典
籍
叢
刊
。
元
町
天
寧
万
寿
寺
普
俊
、
お
よ
び

智
境
、
道
泰
ら
の
共
編
.
大
徳
十
一
年
(
二
三

O
七
)
に
成
る
.
禅

宗
の
公
案
と
枯
煩
の
最
も
総
合
的
な
集
大
成
の
書
。
『
玉
灯
録
』
と
諸

家
の
語
録
中
よ
り
五
千
一
一
百
七
十
一
一
則
を
遺
び
、
一
百
三
門
に
分
類
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し
た
も
の
。
別
に
事
林
抜
類
衆
』
四
巻
が
あ
る
(
同
「
禅
籍
解
題
」
)
。

(
十
五
)
汲
古
書
院
・
禅
門
抄
鞠
叢
刊

(
十
六
)
汲
古
書
院
・
禅
門
抄
物
議
刊
.
他
に
『
禅
林
類
衆
三
百
則
抄
』
に

も
近
い
内
容
の
記
蒋
か
あ
る
.

(
十
七
)
大
日
本
続
蔵
経
。
雲
門
宗
雲
買
下
七
世
雷
庵
正
受
(
一
一
四
六
1

一二

O
人
)
の
編
。
『
景
徳
伝
灯
録
』
『
天
聖
広
灯
録
』
『
建
中
靖
国
続

灯
録
』
の
桂
を
継
車
し
、
そ
の
欠
を
増
補
し
た
禅
宗
史
伝
書
。
前
三

書
世
出
家
沙
問
に
偏
し
て
い
る
の
を
改
め
、
広
〈
王
公
居
土
・
尼

僧
等
の
機
縁
を
集
め
る
(
間
「
禅
籍
解
題
」
)
。

〔
十
八
)
臨
川
書
眉
・
禅
学
典
籍
叢
刊

〔
十
九
)
ま
た
龍
大
本
・
義
輝
本
・
野
尻
本
は
A
句
後
半
を
「
掘
似
1
」
と

し
、
「
矯
似
3
」
と
す
る
天
E
本
と
や
や
異
な
る
。
こ
の
違
い
は
「
矯

び
た
る
こ
と
は
」
と
訓
む
こ
と
で
生
じ
た
具
同
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の

訓
み
も
貞
享
販
と
一
致
す
る
。
『
禅
林
類
衆
』
な
ど
で
は
「
矯
な
る
こ

と
」
と
訓
む
場
合
が
多
い
。

〔一一十
)

E
句
は
、
天
正
本
の
「
堆
」
を
「
対
」
と
し
た
完
全
な
誤
字
(
他

三
本
は
「
堆
」
)
以
外
は
、
「
灘
」
「
栖
」
、
「
畑
」
「
煙
」
と
い
っ
た
差

し
か
な
く
、
天
正
本
は
本
章
段
の
他
の
増
補
箇
所
に
お
い
て
三
度

「
識
」
の
宇
を
用
い
て
お
り
、
(
「
干
先
に
血
を
誠
ぎ
、
剣
戟
を
擢
き

て
ぞ
」

(
V
H
S
)
「
進
退
左
右
を
顧
み
ず
、
剣
戟
に
血
を
誠
い
で
」

(噌

N
E
)
)
、
大
き
な
問
題
は
な
い
。

(
二
十
一
)
鈴
木
登
美
恵
「
古
植
の
『
太
平
記
』
の
考
察

i皇
位
継
承
記
事

を
め
ぐ
っ
て
」
『
園
文
学
』
一
一
一
六
一
一
(
一
九
九
一
年
二
月
て
長

谷
川
端
「
管
見
記
・
太
平
記
断
簡
」
『
太
平
記
創
造
と
成
畏
』
(
二
一

弥
井
書
眉
・
二

O
O一
一
一
年
)
、
小
秋
元
段
「
南
都
本
『
太
平
記
』
本
文

考
」
『
太
平
記
・
梅
松
輸
の
研
究
』
〔
汲
古
書
院
・
二

O
O五
年
)
な

ど。

-18 -

(
二
十
一
一
)
早
苗
憲
生
「
『
句
双
紙
』
の
諸
本
と
成
立
」
(
岩
波
書
眉
・
新
日

本
古
典
文
学
大
系
『
庭
訓
往
来
句
双
紙
』
一
九
九
六
年
)

{
も
り
た
た
か
ゆ
き
・
京
都
光
華
女
子
大
学
/
京
都
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
)


